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群馬県南西部 富岡製糸場

全校児童５８３人、２１学級

大規模校から中規模校へ

業務量が多い

時間をかけることが美徳
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最終退庁時刻（授業日：月別平均）

H28 平均：22:16



•時間の使い方は命の使い方である。大切な時間を教職員が子どもたち
のために使えるようにする。そして、誇りをもって学習指導・生徒指
導に当たり、子どもたちの学力向上・健全育成を図る。

•時間の使い方は命の使い方である。大切な時間を教職員が子どもたち
のために使えるようにする。そして、誇りをもって学習指導・生徒指
導に当たり、子どもたちの学力向上・健全育成を図る。

子どもたちのため

•教職員は子どもたちにとって最大の環境である。教職員が、心身共に
健康で、いつもはつらつと笑顔で子どもたちの前に立てるようにす
る。また、自らの人間性を高め、子どもたちに良い影響を与えること
ができるようにする。

•教職員は子どもたちにとって最大の環境である。教職員が、心身共に
健康で、いつもはつらつと笑顔で子どもたちの前に立てるようにす
る。また、自らの人間性を高め、子どもたちに良い影響を与えること
ができるようにする。

教職員のため

•教職員は子どもたちにとって憧れの存在でなくてはならない。子ども
たちの中から、将来、教育に携わる人材が育つことを期待する。ま
た、これから社会に出る有能な若者たちが、教職を目指そうとする環
境を整える。

•教職員は子どもたちにとって憧れの存在でなくてはならない。子ども
たちの中から、将来、教育に携わる人材が育つことを期待する。ま
た、これから社会に出る有能な若者たちが、教職を目指そうとする環
境を整える。

未来の教育ため
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業務改善プロジェクト



やめる 減らす 変える 始める

時間

職員朝会廃止 長期休業中の会議縮減
夏季休業中の水泳指導
縮減
運動会半日実施

出退勤時刻の設定
会議の効率化
校時表の変更
登下校時刻の変更
校内研修の焦点化

期末事務処理日
クリーンタイム
クリーンタイムα（定時退
勤日）
出張時刻の明記
勤務時間の記録
時間外勤務の見える化

人

PTA学年委員の廃止
保護者のプール監視廃
止

校務分掌の整理統合 教科担当制の充実 とみさぽ（学校支援ボラン
ティア）
ローテーション給食
ローテーション道徳
SSSの活用
事務特配の活用

環境

学級だよりの廃止
心肺蘇生法講習会廃止
夏休み作品展廃止

指導案の簡略化
地域関係者の学校だよ
り縮減
夏季休業中の宿題精選

学校評価の改善
学校Webサイトの改善
休暇簿等の個人ファイル
化
文書サーバの整理
学年会計処理のシステム
化
週案の改善
職員室の環境整備
整理整頓の励行
文書管理の徹底
ＦＡＸのデジタル化
校内研修紀要のデジタル
化

学年会実施場所の掲示
電話連絡ボードの設置
学習、給食、清掃スタン
ダード化
学校預かり金マニュアル化
口座振替の実施
業者支払いＦＡＸ化



校時表の工夫 時間 変える

登校開始を7:30から
7:45へ変更 金曜日以外は業前を

廃止し、朝の会から
開始

月曜日は清掃を行わ
ず、集会を実施

委員会活動を30分
とし、職員会議の時
間を確保

下校開始を16:30か
ら16:00へ変更

木-6に運営委員会を
実施、運営委員が空
き時間となるよう調
整

７to７の原則



クリーンタイム 時間 始める



教科担当制 人 変える

3・4年 5・6年

国語 ○

社会 ○

算数 ○

理科 ○ ○

音楽 ○ ○

図工 ○

家庭 ／ ○

体育

道徳

外活 ○

総合

学活

3・4年：2教科 5・6年：8教科

より深い教材研究 教材研究を3回活用

評価の客観性 積極的な生徒指導

いろいろな先生に

専門的な授業 学力向上

中学生のような



ローテーション給食 人 始める

給食を食べながら打合せ



ローテーション給食 人 始める

多様な職員との関わり 担任外の指導力向上



スクールサポートスタッフ 始める

教材準備

データ入力

配布文書

氏名記入

会計簿処理

会議資料

掲示物

業務依頼カード

人



月100時間軽減

業務の見通し

スクールサポートスタッフ 始める人



机上の整理整頓 環境

作業スペース

見通しの良い

顔が見える

変える



文書管理の徹底

ファイル一括管理

環境 変える



いつでも 誰でも

文書管理の徹底 環境 変える
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•働き方に対する意識が大きく変わった。今後も継続していくことが大
切だ。
•働き方に対する意識が大きく変わった。今後も継続していくことが大
切だ。

意識が変わった

•他人事のように考えていた業務改善が自分事として捉えることができ
るようになり、働き方への意識が高まった。
•他人事のように考えていた業務改善が自分事として捉えることができ
るようになり、働き方への意識が高まった。

自分事に

•働き方改革を通して縦のつながりや横のつながり、チームワークの大
切さを改めて実感した。
•働き方改革を通して縦のつながりや横のつながり、チームワークの大
切さを改めて実感した。

チームワークの大切さ

•一人では行動に移せなかったり、改善しようとしていなかったりした
ことも、学校全体で取り組んだことで頑張ることができた。
•一人では行動に移せなかったり、改善しようとしていなかったりした
ことも、学校全体で取り組んだことで頑張ることができた。

みんなで



•すべての業務を、必要か不要かというゼロベースで大胆に考え直して
みる。一方で、職員全体の雰囲気を大切にするとともに、保護者や地
域住民の理解を得るために、ていねいに説明しながら慎重に進める。

•すべての業務を、必要か不要かというゼロベースで大胆に考え直して
みる。一方で、職員全体の雰囲気を大切にするとともに、保護者や地
域住民の理解を得るために、ていねいに説明しながら慎重に進める。

大胆かつ慎重に

•働き方改革には特効薬はなく、小さな取組を積み重ねていくしかな
い。そのためには、取組の目的・目標・手段を明確にし、職員全体で
組織的に推進する。やるからには徹底する。例外を許さない覚悟も必
要である。

•働き方改革には特効薬はなく、小さな取組を積み重ねていくしかな
い。そのためには、取組の目的・目標・手段を明確にし、職員全体で
組織的に推進する。やるからには徹底する。例外を許さない覚悟も必
要である。

目的・目標・手段を明確に

•職員一人一人がその成果を実感することで、自分事として捉えていけ
るようにする。また、職員からの提案を積極的に取り入れ、ボトム
アップで推進していくことも重要である。

•職員一人一人がその成果を実感することで、自分事として捉えていけ
るようにする。また、職員からの提案を積極的に取り入れ、ボトム
アップで推進していくことも重要である。

成果の実感を




